
 

日 時：2013 年 9 月 21 日（土）14 時～ 

会 場：神戸大学出光佐三記念六甲台講堂 
 

主 催：環境経済・政策学会 

共 催：神戸大学社会科学系教育研究府 

神戸大学経済経営研究所ｻｰﾋﾞｽ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究部会

神戸大学環境管理センター 

環境省環境研究総合推進費（1E-1106） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業の環境保全活動の焦点は企業活動の範囲を超えて、サプライチェーンやバリューチェーン全体を対象とするように拡

張しつつある。しかも、その焦点は、有害化学物質の使用やリサイクルのような伝統的な課題だけでなく、サプライチェ

ーンでの低炭素化という新しい課題へと移行しつつある。サプライチェーンでの取り組みは、一企業での取り組みの場合

に適用可能であった理論や方法を超える問題であり、解決すべき政策的課題は大きい。本シンポジウムでは、グリーンサ

プライチェーン活動を推進するコニカミノルタ株式会社の家氏信康常務執行役に基調講演をお願いし、その後、植田和弘

京都大学大学院教授の座長のもと、研究者、企業関係者が議論を展開する。 

 

プログラム 

14:00-14:05 環境経済・政策学会 会長挨拶 

大沼あゆみ（慶應義塾大学経済学部教授） 
 

14:05-14:20 問題提起 

國部克彦（神戸大学大学院経営学研究科教授） 
 

14:20-15:20 基調講演 

家氏信康氏（コニカミノルタ株式会社常務執行役社会環境統括部、 

ＳＣＭセンター担当） 

「コニカミノルタの環境経営とサプライチェーン－その取組みと課題－」 
 

15:20-15:35 休憩 
 

15:35-17:50 パネルディスカッション（各報告１５分、討論６０分） 

座 長：植田和弘（京都大学大学院経済学研究科長・教授） 

パネリスト：有村俊秀（早稲田大学政治経済学部教授） 

伊藤宗彦（神戸大学経済経営研究所教授） 

國部克彦（神戸大学大学院経営学研究科教授） 

荒井喜章（パナソニック株式会社環境経営推進グループチームリーダー） 

葎嶋真理（CDP 事務局プロジェクトマネージャー） 
 

総合司会：西谷公孝（神戸大学経済経営研究所准教授） 

お問い合わせ（事前申込不要）： 
神戸大学大学院経営学研究科 総務係 
Tel：078-803-7256 
Fax：078-803-6969 
e-mail：bsomu@b.kobe-u.ac.jp 
http://www.seeps.org/index.html 



 登 壇 者 紹 介  

 

昭和５３年４月 ミノルタカメラ株式会社 入社 

平成１８年４月 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 生産本部長 

平成１８年６月 同取締役生産本部長 

平成２０年４月 コニカミノルタホールディングス株式会社 執行役 生産革新担当 

 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 常務取締役 

 生産本部長 

平成２３年４月 コニカミノルタホールディングス株式会社 常務執行役 生産革新担当 

 コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社 常務取締役 生産本部長 

平成２５年４月 コニカミノルタ株式会社 常務執行役 社会環境統括部、ＳＣＭセンター 担当 

 現在に至る 

 

 

 

京都大学工学部卒業、大阪大学大学院修了。現在、京都大学大学院経済学研究科長・

教授。経済学博士、工学博士。専門は環境経済学。地球温暖化防止の環境経済戦略

や持続可能な日本社会への環境経済政策・エネルギー政策に関する研究をすすめて

いる。President, East Asian Association of Environmental and Resource Economics（2010

－2012）、環境経済・政策学会会長（2006－2010）、などを歴任。近著に、『国民の

ためのエネルギー原論』日本経済新聞出版社（共編著、2011）など。現在、調達価格等算定委員会委員長、

総合資源エネルギー調査会基本政策分科会委員などをつとめている。 

 

 

 

 ア ク セ ス  

【徒歩】 

阪急「六甲」駅から約 15～20 分 
 

【バス】 

阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から 

神戸市バス 36 系統鶴甲団地行、鶴甲 2 丁目止まり行き 

乗車「神大正門前」下車 
 

【タクシー】 

阪神「御影」駅より約 15～20 分 

JR「六甲道」駅より約 10～15 分 

阪急「六甲」駅より約 5～10 分 

家氏 信康氏 

植田 和弘氏 

〒657-8501 

兵庫県神戸市灘区六甲台町２－１ 


